
先着

30名

1953年から長きにわたり生活保護ケースワーカーとして活躍、そして78歳で大学入学。

精神障がい者支援の現場で、今なお現役ソーシャルワーカーとして活動を続ける高木さん。

黎明期から社会福祉に関わり続けるその原点を、過去から今、そして未来へ託す希望を

語ります。バトンを受ける私たちはどう生きるか。必見です。

会　場：ホワイトハウス泪橋２階

　　　　　　　   荒川区南千住２丁目２８番８（１階は 麺やうえ村さん）

　　　　　　　   東京メトロ日比谷線南千住駅南口より徒歩４分

対　象：どなたでもご参加いただけます

参加費：会員無料 ／ 非会員1,000円

　　　　懇親会3,000円

参加申し込みは

当会ホームページ

または

QRコードから

  全国公的扶助研究会主催　福祉職交流会 

君たちはどう生きるか 　

福祉職の公務員

4

1月24日　  │13:30-16:30（Sat）

13:00 受付開始2026年

問い合わせ先　全国公的扶助研究会　Email: zenkoku@kofuken.com

交流会終了後、近くの泪橋ホールにて「懇親会」あり

当日受付にて徴収します　懇親会キャンセルは1月21日まで

■  講 演 　 福 祉 の さ ま ざ ま な 世 界 で 生 き て 来 て

　　　　　     　～今、語りたいこと、語り合いたいこと～

　　　　  髙木博光さん

　　　　　　　著書「あるワーカーの生きざまから～福祉のさまざまな世界で生きて来て～」

　　　　　　　　　「あわよくば、書き連ね～迷ケースワーカーの独り言～」

福祉界の静かなレジェンド

髙木博光さん(97歳)が語り、語り合います

軽食・ワンドリンク含む
 ドリンク追加は自己負担

現･季刊公的扶助研究編集委員

泪橋
ホール

http://www.subarashiisaito.co.jp/
http://www.subarashiisaito.co.jp/

